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研究要旨 

【目的】平成22年乳幼児身体発育調査データを利用して母乳栄養児と人工乳栄養児の体

格の差異を評価することを目的とした。 

【方法】母乳栄養児と人工乳栄養児（母乳よりも人工乳をより多く与えられていると考え

られたもの）の二群について、LMS法による発育曲線を作成し体格の違いを評価した。 

【結果】母乳栄養児は人工乳栄養児と比較し、2歳までの間は体重が小さいことが分かっ

た。女児については体重は3歳を過ぎても小さい傾向が続いていた。身長については両群

ともほぼ同等に推移しており、標準曲線との差異もほとんどなかった。 

【結論】母乳栄養児は人工乳栄養児と比較して、体重が小さくなる傾向があったが、身長

には明確な差は認められなかった。 

Ａ．研究目的 

これまで栄養法の違いによる乳幼児の発

育の違いに関する報告がいくつかなされて

おり、母乳栄養児は人工乳栄養児と比べ、2

～3 歳において体格が小さいとされている 

1-4)。母乳栄養が推進され浸透してきている

近年においても同様の傾向があるかどうか、

平成 22 年乳幼児身体発育調査のデータを

用いて検討を行った。 

Ｂ．方法 

平成 22 年乳幼児身体発育調査における

病院調査と一般調査の体格測定値を利用し、

身長と体重について、①母乳栄養のみの群、

②人工乳の割合が多い群（人工乳の頻度が

母乳の頻度の 2 倍以上）について、発育曲

線を作成し、③平成 12（2000）年データを

もとにした標準発育曲線とともに比較した。 

分析への組み入れは、病院調査について

は、1 か月健診時の栄養法において全て母

乳のみであった者を①群、人工乳のみであ

った者を②群とし、混合栄養の者は母乳と

人工乳の割合が不明であったため除外した。

一般調査については、0 から 24 か月までの

間与えていた乳汁の回数について、人工乳

を与えていたと一度も回答していない者を

①群、母乳と人工乳との回数を比較し、人工

乳の回数が母乳の回数の 2 倍以上であった

者を②群とし、人工乳の回数が母乳の回数

の 2 倍未満の者は検討から除外した。 

発育曲線は、GAMLSS package in R 5) に

て LMS 法 6)により作成し、ブートストラ

ップ法を 2000 回実施することにより、0SD

値の 95%信頼区間を推定した。 

Ｃ．結果 
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体重： 

男女ともに、出生から 1～2 か月において、

人工乳を与えられている群は、母乳栄養群

よりも体重が小さい傾向にあった。しかし

男児では 6 か月前後から、女児では 2 か月

前後から母乳栄養群の体重を超えていた。

男児では、6 か月以降 2 歳過ぎまでは、母

乳栄養群＜標準値＜人工乳栄養群の傾向が

続くが、2歳半ごろに母乳栄養群の体重は、

標準値に追いつき、以後ほぼ標準値と同等

に推移していた。一方、人工乳栄養群は 2 歳

半以降、体重が標準値よりも低い傾向が認

められた。 

女児では 1 歳半前後から人工乳栄養群と

標準値はほぼ同等となり、母乳栄養群のみ

体重が小さい傾向が続いていた。男児とは

異なり、母乳栄養群は標準値より低いまま

であった。 

母乳栄養群と人工乳栄養群の差が拡大し

ていた 12 か月から 24 か月について、体重

の 0SD 値の 95%信頼区間を求め比較した

ところ、男児では人工栄養群の方が母乳栄

養群よりも体重が大きい傾向ではあったが、

95％信頼区間は重なっており、有意な差と

は言えなかった。女児については、男児と同

様に人工乳栄養群の方が体重が大きく、さ

らに 21 か月の時点で 95%信頼区間の重な

りもないことから、有意に人工栄養群の方

が体重が大きかった。 

身長： 

男女ともに母乳栄養群、人工乳栄養群、標

準値との間に大きな差は認められなかった

が、わずかに母乳栄養群＜標準値＜人工乳

栄養群となる時期が 3 歳までつづいていた

が、母乳栄養群は 3 歳以降標準値と同等な

り、以後低下は認められなかった。男児で

は、人工乳栄養群も標準値と同等の水準で

推移していたが、3 歳以降－1SD 値は標準

値よりも低く推移していた。女児では体重

と異なり、身長は 3 歳以降は標準値と同等

になり以後、低下は認められなかった。 

母乳栄養群と人工乳栄養群の差が拡大し

ていた 12 か月から 24 か月について、身長

の 0SD 値の 95%信頼区間を求め比較した

ところ、男児では人工栄養群の方が母乳栄

養群よりもやや身長が大きい傾向ではあっ

たが、95％信頼区間は重なっており、有意

な差とは言えなかった。女児については、男

児と同様に人工乳栄養群の方が身長が大き

く、さらに 18 か月、21 か月の時点で 95%

信頼区間の重なりもないことから、有意に

人工乳栄養群の方が身長が大きかった。 

Ｄ．考察 

平成 22 年乳幼児身体発育調査のデータ

を用いて、母乳栄養児と人工乳栄養児の体

格の違いを評価した。その結果、人工乳栄養

児の方が、3 歳までの間、母乳栄養児よりも

体格が大きく、とくに体重がより重い傾向

があり、とくに女児で差が大きいことが明

らかとなった。 

過去の報告でも、母乳栄養児について、標

準体格値よりも小さいとする同様の結果が

報告されている。わが国における報告は、2

歳頃までの報告が多く、3 歳以降に母乳栄

養児の体格がどのようになるのかの報告は

少ない。本件研究により、母乳栄養児は 3 歳

までの間は、男女とも身長はほぼ標準値と

同等かわずかに低いが、3 歳以降は標準値

に追いつき順調な発育をすることが分かっ

た。また体重については、男児は 3 歳まで

は標準値よりも小さいが、3 歳以降はむし

ろ大きくなっていた。一方、女児は 4 歳ま

での間、標準値よりも低い値で体重が推移

していた。 
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栄養法の違いによる身長の差異はほとん

ど無いことは、過去の報告と矛盾しない 2)。

体重の経過の男女差については、原因は明

らかではない。わが国の過去の報告でも、女

児の方が体重差が大きいことが示されてお

り 3)、諸外国の報告からも女児の方が体重

増加の差が大きくなることが示されている 

1)。1 歳以降は人工乳栄養児の方が母乳栄養

児よりも脂肪量が増加する傾向があること

が示されている 7)。2 歳を過ぎると母乳栄養

児と人工栄養児の体格差は無くなるとされ

ているが 1)、本研究において、女児では体重

がずっと標準値よりも低く推移していた。

これがわが国の特徴であるのか、利用した

データサンプルの偏りによるものなのかは、

別の調査年のデータを解析することで明ら

かになるかもしれない。 

本研究における「母乳栄養」は、exclusive 

breast-feeding の定義には該当していない。

病院調査においては母乳以外に糖水の摂取

記録があった者が多く、また一般調査でも、

母乳と人工乳以外の摂取についての詳細は

記録されていないため、母乳以外の摂取の

可能性は否定できないためである。また本

研究における「人工乳栄養」については、病

院調査においては、人工乳の摂取記録があ

るものとし、一般調査においては人工乳の

摂取頻度が母乳摂取頻度の 2 倍以上のもの、

と定義した。これは人工乳栄養のみであっ

た標本数が少なく、母乳と人工乳の混合栄

養の群も含めて比較する必要があったため

である。また実際に与えられた人工乳の量

が母乳の 2 倍以上であったという意味では

ないことに注意する必要がある。 

本研究は横断的データを利用した発育曲

線による比較であるため、これまで報告さ

れている縦断的データによる結果とは直接

比較することは難しいが、集団全体の傾向

として、母乳栄養児の方が人工乳栄養児よ

り、体重が軽くなる傾向があるという、これ

までの報告と同様の結果が得られたと考え

られる。 

Ｅ．結論 

母乳栄養児と人工乳栄養児の横断的発育

曲線を作成し、それぞれの体格について平

成 12（2000）年データをもとにした標準発

育曲線と比較した。その結果、母乳栄養児は

2 歳までの間体重が小さめであるが、身長

は標準値と同等の成長を示していた。 
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図 1. 栄養法別の発育曲線と平成 12（2000）年データをもとにした標準発育曲線（男児、体重） 

Ref：標準値．Breast-fed：母乳栄養群，Formula-fed：人工乳栄養群 
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図 2. 栄養法別の発育曲線と平成 12（2000）年データをもとにした標準発育曲線（男児、身長） 

Ref：標準値．Breast-fed：母乳栄養群，Formula-fed：人工乳栄養群 
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図 3. 栄養法別の発育曲線と平成 12（2000）年データをもとにした標準発育曲線（女児、体重） 

Ref：標準値．Breast-fed：母乳栄養群，Formula-fed：人工乳栄養群 
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図 4. 栄養法別の発育曲線と平成 12（2000）年データをもとにした標準発育曲線（女児、身長） 

Ref：標準値．Breast-fed：母乳栄養群，Formula-fed：人工乳栄養群 
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図 5. 母乳栄養と人工乳栄養の体格の比較（男児、体重） 

Breast-fed：母乳栄養群，Formula-fed：人工乳栄養群 

（誤差範囲は 95%信頼区間を示す） 

 

図 6. 母乳栄養と人工乳栄養の体格の比較（男児、身長） 

Breast-fed：母乳栄養群，Formula-fed：人工乳栄養群 

（誤差範囲は 95%信頼区間を示す） 
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図 7. 母乳栄養と人工乳栄養の体格の比較（女児、体重） 

Breast-fed：母乳栄養群，Formula-fed：人工乳栄養群 

（誤差範囲は 95%信頼区間を示す） 

 

図 8. 母乳栄養と人工乳栄養の体格の比較（女児、身長） 

Breast-fed：母乳栄養群，Formula-fed：人工乳栄養群 

（誤差範囲は 95%信頼区間を示す） 
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